
志
賀
直
哉
の
小
説
に
お
け
る
人
称

－
「
自
分
」
・
「
私
」
・
「
彼
」
　
の
あ
い
だ
－

明
治
四
十
三
年
か
ら
昭
和
三
十
八
年
ま
で
、
約
五
十
年
余
り
の
期
間
に
発
表

さ
れ
た
志
賀
直
哉
の
全
小
説
は
、
そ
の
語
り
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
、
ジ

エ
ラ
ー
ル
∴
ン
ユ
ネ
ッ
ト
の
言
う
焦
点
化
ゼ
ロ
の
物
語
言
説
と
内
的
焦
点
化
の

（1）

物
語
言
説
に
二
分
で
き
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
「
正
義
派
」
（
大
元
・
9
）
、

「
清
兵
衛
と
瓢
箪
」
（
大
2
・
1
）
、
「
花
の
犯
罪
」
（
大
2
・
1
0
）
、
「
赤
西
蠣
太
」

（
大
6
・
9
）
、
「
小
僧
の
神
様
」
　
（
大
9
・
1
）
等
が
、
後
者
の
例
と
し
て
は

「
網
走
ま
で
」
（
明
4
3
・
4
）
、
「
大
津
順
吉
」
（
大
元
・
9
）
、
「
和
解
」
（
大
6
・

1
0
）
、
「
暗
夜
行
路
」
　
（
大
1
0
・
1
～
昭
1
2
・
4
）
、
「
灰
色
の
月
」
（
昭
2
1
・
1
）

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
志
賀
の
小
説
に
は
外
的
焦
点
化
に
該
当
す
る
例
は

な
い
。さ

て
、
後
者
（
内
的
焦
点
化
が
施
さ
れ
た
物
語
言
説
）
　
の
場
合
、
焦
点
化
さ

れ
た
人
物
に
与
え
ら
れ
た
人
称
は
「
自
分
」
、
「
私
」
、
「
彼
」
、
「
僕
」
、
「
俺
」
の

五
種
類
で
あ
り
、
特
に
使
用
頻
度
が
高
い
の
は
「
自
分
」
、
「
私
」
、
「
彼
」
で
あ

（2）

る
。
志
賀
直
哉
の
用
い
る
こ
の
主
要
な
三
つ
の
人
称
に
つ
い
て
、
平
岡
篤
頬
は

下

　

岡

　

友

　

加

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

直
哉
と
い
え
ば
（
自
分
）
と
い
う
ふ
う
に
、
こ
れ
こ
そ
彼
を
他
の
作
家

か
ら
区
別
す
る
文
体
的
標
識
と
思
い
込
ん
で
い
る
次
第
だ
が
、
彼
が
い
つ
一

も
己
れ
を
指
し
て
（
自
分
）
と
書
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
と
昏
い
　
1
5

て
い
る
ほ
う
が
多
い
し
、
彼
と
か
大
津
順
吉
と
か
時
任
謙
作
な
ど
と
三
人
－

称
化
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
点
、
他
の
私
小
説
作
家
と
変

わ
ら
な
い
。
問
題
は
私
と
書
く
場
合
と
自
分
と
書
く
場
合
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

の
差
な
の
だ
。
自
分
と
昏
く
場
合
の
ほ
う
が
、
彼
が
内
向
き
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

右
で
は
小
説
内
の
人
物
が
、
そ
の
ま
ま
作
者
自
身
を
指
す
場
合
に
問
題
は
限

定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
平
岡
が
提
起
す
る
よ
う
な
、
志
賀
の
小
説
に
用
い

ら
れ
る
人
称
の
相
違
、
「
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
」
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら
か
に
さ

れ
て
は
い
な
い
。
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
人
称
は
如
何
な
る
選
択
意
識
の
も
と
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
「
作
家
と
い
う
も
の
は
日
に
よ



っ
て
、
あ
る
物
語
言
説
を
一
人
称
で
、
ま
た
あ
る
物
語
言
説
を
三
人
称
で
書
き

た
く
な
る
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
何
の
理
由
も
な
く
、
あ
っ
た
と
こ

（3）

ろ
で
大
し
た
理
由
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
認
識
は
志

賀
直
哉
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
か
。
複
数
の
一
人
称
を
持
つ
日
本
語

の
場
合
、
当
然
な
が
ら
人
称
の
選
択
の
幅
は
そ
の
分
広
が
る
と
い
う
問
題
も

あ
る
。本

稿
は
、
志
賀
の
小
説
に
お
い
て
焦
点
人
物
に
与
え
ら
れ
た
各
人
称
の
用
法

を
追
い
、
そ
こ
に
見
え
る
彼
の
方
法
と
展
開
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

志
賀
直
哉
の
仝
小
説
に
お
け
る
佳
苗
…
人
物
の
人
称
に
つ
い
て
は
、
論
文
末
尾

の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。

は
じ
め
に
、
同
じ
く
一
人
称
で
あ
る
「
自
分
」
と
「
私
」
の
差
異
に
つ
い
て

T
こ

考
え
る
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
西
崎
亨
に
志
賀
の
小
説
の
内
、
二
十
七
作
品

を
対
象
と
し
て
「
私
」
お
よ
び
「
自
分
」
の
「
述
語
部
の
動
詞
を
」
比
較
し
た

考
察
が
あ
る
。
し
か
し
、
西
崎
の
分
析
に
よ
れ
ば
「
「
私
亡
と
「
自
分
」
と
の

問
に
明
確
な
文
章
的
特
色
」
は
「
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
」
と
い

う
。
す
な
わ
ち
、
文
法
・
文
体
上
か
ら
「
私
」
と
「
自
分
」
の
相
違
点
を
見
出

す
事
は
ま
ず
困
難
だ
と
い
う
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
各
々
の
人
称
を
擁
す
る
小

説
が
語
る
も
の
　
（
物
語
内
容
）
　
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

「
自
分
」
と
い
う
焦
点
人
物
を
擁
す
る
、
「
速
夫
の
妹
」
　
（
明
4
3
・
1
0
）
、
「
イ

ヅ
ク
川
」
　
（
明
4
4
・
2
）
、
「
無
邪
気
な
若
い
法
学
士
」
　
（
明
4
4
・
3
）
、
「
城
の

崎
に
て
」
（
大
6
・
5
）
、
「
母
の
死
と
足
袋
の
記
憶
」
（
大
6
・
6
）
、
「
和
解
」
、

「
十
一
月
三
日
午
後
の
事
」
　
（
大
8
・
1
）
、
「
断
片
」
　
（
大
8
・
1
1
）
、
「
焚
火
」

（
大
9
・
4
）
、
「
偶
感
」
　
（
大
1
3
・
1
）
等
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
の
物
語
内
容

が
総
て
基
本
的
に
作
者
自
身
の
体
験
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
「
自
分
」
は
、
作
者
自
身
に
そ
の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
す
る
よ
う
な
人
物
で

あ
る
。
例
外
と
し
て
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
か
ら
思
い
つ
い
た
と
い
う
「
ク
ロ
ー
デ

ィ
ア
ス
の
日
記
」
　
（
大
元
・
9
）
が
あ
る
が
、
「
雪
の
日
－
我
孫
子
日
誌
1
」

（
大
9
・
2
）
二
震
災
見
舞
（
日
記
）
」
（
大
は
∵
2
）
（
傍
点
、
引
用
者
。
以
下
一

同
様
）
　
の
よ
う
に
、
表
題
に
「
H
誌
」
、
「
日
記
」
と
掲
げ
ら
れ
た
志
賀
の
小
説
　
1
6

で
は
、
何
れ
も
「
自
分
」
と
い
う
人
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ー

ア
ス
の
日
記
」
も
、
焦
点
人
物
は
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
と
い
う
虚
構
の
人
物
で
は

あ
る
も
の
の
、
彼
の
内
面
を
特
に
照
射
す
る
日
記
体
の
小
説
で
あ
る
が
故
に
、

（5）

「
自
分
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
「
私
」
の
方
は
、
作
者
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
内
容
を
語
る
小
説
の

焦
点
人
物
で
あ
る
場
合
と
は
別
に
、
作
者
の
体
験
と
は
関
係
の
な
い
、
虚
構
の

物
語
内
容
を
持
つ
小
説
の
一
人
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
前
者
の

例
に
は
「
祖
母
の
為
に
」
（
明
4
5
・
1
）
、
「
憺
ひ
出
し
た
事
」
（
明
4
5
・
2
）
、

「
出
来
事
」
　
（
大
2
・
9
）
、
「
流
行
感
冒
」
　
（
大
8
・
4
）
、
「
泉
」
　
（
大
1
4
・
1
）

等
が
、
後
者
の
例
に
は
「
孤
児
」
　
（
明
4
3
・
7
）
、
「
不
幸
な
る
恋
の
話
」
　
（
明



4
4
・
9
）
、
「
い
た
づ
ら
」
（
昭
2
9
・
4
、
6
）
が
あ
る
。
こ
の
他
、
「
鳥
尾
の
病

気
」
　
（
明
4
4
・
1
）
、
「
或
る
男
、
其
姉
の
死
」
　
（
大
9
・
1
～
3
）
　
の
よ
う
に
、

「
私
」
と
自
称
す
る
人
物
が
作
者
と
は
重
な
ら
な
い
　
（
作
者
は
別
の
登
場
人
物

の
モ
デ
ル
に
該
当
す
る
）
と
い
う
場
合
も
存
す
る
。

右
の
事
例
か
ら
す
れ
ば
、
「
私
」
の
方
が
「
自
分
」
に
比
し
て
、
よ
り
広
い

範
囲
の
物
語
内
容
に
対
応
し
得
る
、
必
ず
し
も
作
者
自
身
を
指
示
す
る
と
は
限

ら
な
い
、
公
的
な
一
人
称
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
平
岡

が
指
摘
す
る
、
「
私
」
と
比
べ
て
「
自
分
と
書
く
場
合
の
方
が
」
「
内
向
き
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
印
象
」
と
は
、
「
私
」
よ
り
は
限
定
さ
れ
た
「
自
分
」
の
使

用
領
域
に
導
か
れ
た
「
印
象
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
物
語
内
容
を
殆
ど
変
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
草
稿
か
ら
定

稿
へ
の
移
行
の
中
で
、
焦
点
人
物
の
人
称
が
「
自
分
」
か
ら
「
私
」
　
へ
と
変
化

（5）

す
る
例
が
確
認
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
「
母
の
死
と
新
し
い
母
」
（
明
4
5
・
2
）
、

「
大
津
順
書
」
、
「
子
供
四
題
」
（
大
1
3
・
4
）
の
「
か
く
れ
ん
坊
」
、
「
誕
生
」
、

「
軽
便
鉄
道
」
が
そ
れ
に
当
た
る
。
そ
こ
で
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な
人
称
の
書

き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。

・
実
母
を
失
っ
た
当
時
は
酬
矧
叫
毎
日
泣
い
た
。
（
中
略
）
然
し
百
目
過
ぎ

な
い
内
に
副
到
朝
も
う
新
し
い
母
を
持
つ
希
望
に
充
た
さ
れ
て
ゐ
た
。
（
草

稿
2
1
）

こ

－
　
実
母
を
失
っ
た
当
時
は
私
は
毎
日
泣
い
て
居
た
。
（
中
略
）
然
し

私
は
百
日
過
ぎ
な
い
内
に
も
う
新
し
い
母
を
心
か
ら
待
ち
焦
れ
る
や
う
に

な
っ
て
居
た
。
（
「
母
の
死
と
新
し
い
母
」
）

・
封
を
し
て
、
上
書
を
す
る
時
、
気
が
つ
く
と
、
下
で
は
子
供
等
が
何
か
切

り
に
云
ひ
合
っ
て
ゐ
る
。
釧
別
封
＋
丁
を
延
べ
て
前
の
障
子
を
五
寸
ば
か
り

開
け
て
見
た
。
（
草
稿
5
「
隠
ン
坊
」
）

↑

暫
く
し
て
封
を
し
な
が
ら
、
気
が
つ
く
と
、
下
で
は
子
供
等
が
何
か
切

り
に
云
ひ
合
ひ
を
し
て
居
た
。
私
は
机
越
し
に
手
を
延
べ
、
障
子
を
五
寸

ば
か
り
開
け
て
見
た
。
（
「
か
く
れ
ん
坊
」
）

・
国
府
津
で
電
車
に
乗
る
時
で
も
、
小
田
原
で
そ
れ
を
降
り
る
時
で
も
、
い

っ
も
副
創
叫
顔
色
を
ウ
カ
ヾ
つ
て
、
「
此
処
で
す
か
」
と
い
ふ
や
う
な
顔

を
す
る
。
別
封
刺
一
寸
ウ
ナ
ヅ
イ
て
見
せ
る
と
、
御
辞
儀
を
し
て
ソ
コ
ソ

コ
、
荷
物
な
ど
を
取
り
下
ろ
す
。
其
の
茶
屋
に
も
、
副
到
叫
あ
と
へ
入
っ

て
来
た
の
だ
。
（
草
稿
7
「
揚
ケ
原
よ
り
」
）

こ

国
府
津
で
電
車
に
乗
る
時
で
も
、
小
田
原
で
そ
れ
を
降
り
る
時
で
も
、

其
男
は
毎
時
、
融
叫
顔
色
を
覗
つ
て
、
「
此
処
で
す
か
？
」
と
云
ふ
や
う
な

顔
を
す
る
。
私
が
一
寸
点
頭
い
て
見
せ
る
と
、
お
辞
儀
を
し
て
そ
こ
く

に
荷
物
を
取
り
下
す
。
今
ゐ
る
茶
屋
に
も
叫
吋
つ
い
て
入
っ
て
来
た
の
で

17



あ
る
。
（
「
軽
便
鉄
道
」
）

こ
の
他
「
濠
端
の
住
ま
ひ
」
　
（
大
1
4
・
1
）
も
、
草
稿
2
8
「
独
語
」
　
（
但
し
、

箇
条
審
き
メ
モ
、
大
3
・
6
執
筆
）
　
の
「
自
分
」
か
ら
、
定
稿
「
私
」
　
へ
と
人

称
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
逆
に
、
改
稿
過
程
で
「
私
」
1
「
自
分
」
　
へ
と
変
化

し
た
例
は
、
「
私
」
と
「
自
分
」
の
混
在
す
る
草
稿
か
ら
、
最
終
的
に
「
自
分
」

に
統
一
し
て
発
表
し
た
　
「
白
銅
」
　
（
大
1
5
・
1
）
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
公
表
に
際
し
て
「
自
分
」
が
「
私
」
　
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
る
場
合
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
事
も
、
「
私
」
が
「
自
分
」
に
比
し
て
装
わ
れ
た
顔
、
よ
り

公
の
意
味
合
い
を
持
つ
一
人
称
で
あ
る
と
の
理
解
は
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
論
の
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
「
自
分
」
や
「
私
」
の
他
に
、
「
僕
」

と
い
う
一
人
称
も
数
は
少
な
い
な
が
ら
、
「
襖
」
　
（
明
4
4
・
1
0
）
、
「
佐
々
木
の
場

合
」
（
大
6
・
6
）
、
「
夢
」
（
大
9
・
1
）
、
「
冬
の
往
来
」
（
大
1
4
・
1
）
、
「
蝕

ま
れ
た
友
情
」
　
（
昭
2
2
・
1
～
4
）
　
に
お
い
て
焦
点
人
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
「
僕
」
は
、
虚
構
小
説
と
事
実
に
基
づ
く
小
説
の
両
方
に
登
場
し
て
い

る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
す
る
の
は
「
僕
」
が
「
君
」
と
呼
び
か
け

る
、
特
定
の
聞
き
手
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
「
君
」
は
、

「
僕
」
の
親
し
い
友
人
か
、
或
い
は
過
去
の
一
時
期
を
「
僕
」
と
共
に
過
ご
し

た
人
物
に
限
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
僕
」
は
、
「
君
」
と
い
う
受
信
者
を

前
提
と
し
て
語
り
手
に
与
え
ら
れ
た
、
極
め
て
直
接
的
な
会
話
性
、
メ
ッ
セ
ー

（7）

ジ
性
の
強
い
人
称
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
「
俺
」
は
「
挿
話
」
　
（
大
1
1
・
7
）
一
作
品
に
お
い
て
の
み
、
焦
点
人

物
の
人
称
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
は
退
役
大
尉
で
あ
る
「
俺
」

に
よ
り
戦
時
上
で
の
体
験
が
明
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
同
期
生
の
言
動
に

「
我
憧
し
切
れ
な
く
な
っ
て
、
い
き
な
り
横
面
を
力
ま
か
せ
に
撲
っ
て
や
っ
た
」

と
自
ら
語
る
よ
う
な
語
り
手
の
性
質
が
、
そ
の
自
称
「
俺
」
を
選
ば
せ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

一
人
称
「
自
分
」
と
「
私
」
、
或
い
は
「
僕
」
、
「
俺
」
の
あ
い
だ
に
は
、
以

上
の
よ
う
な
使
用
上
の
文
脈
の
相
違
、
「
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
」
が
存
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。ニ

ー
一

（

8

）

　

　

　

　

　

l

次
に
、
三
人
称
の
焦
点
人
物
「
彼
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
最
初
に
　
1
8

こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
一
人
称
と
三
人
称
と
い
う
文
法
的
な
人
称
－

の
特
性
を
越
え
て
あ
る
、
「
自
分
」
と
「
彼
」
　
の
近
さ
で
あ
る
。

焦
点
人
物
「
彼
」
を
擁
す
る
「
彼
と
六
つ
上
の
女
」
（
明
4
3
・
9
）
、
「
あ
る

一
貫
」
　
（
明
4
4
・
6
）
、
「
或
る
朝
」
　
（
大
7
・
3
）
、
「
弟
の
帰
郷
」
　
（
大
1
5
・

1
）
、
「
鳥
取
」
　
（
昭
4
・
1
）
、
「
朝
昼
晩
」
　
（
昭
9
・
4
）
等
の
語
る
も
の
は
、

作
者
自
身
の
体
験
、
或
い
は
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
憐
れ
な
男
」
　
（
大
8
・
4
）
、

「
謙
作
の
追
憶
」
　
（
大
9
・
1
）
、
「
暗
夜
行
路
」
、
「
矢
島
柳
堂
」
　
（
大
1
4
・
6
～

7
、
大
1
5
・
1
）
　
の
よ
う
に
、
作
者
の
体
験
を
原
材
料
に
し
な
が
ら
、
そ
こ
に

一
部
仮
構
を
施
し
た
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
「
彼
」
は
ま
ざ
れ
も
な
く
作
者

自
身
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
先
に
見
た
一
人
称
の
「
私
」
が
作



君
自
身
と
は
関
わ
り
の
な
い
、
全
く
の
虚
構
の
人
物
に
も
用
い
ら
れ
る
人
称
で

あ
っ
た
事
か
ら
す
れ
ば
、
「
私
」
よ
り
「
彼
」
の
方
が
、
む
し
ろ
「
自
分
」
に

よ
り
近
い
人
称
の
実
質
を
備
え
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
こ
で
、
焦
点
人
物
「
自
分
」
、
「
私
」
、
「
彼
」
が
そ
れ
ぞ
れ
志
賀
の
小
説
に

出
現
し
た
経
緯
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
現
存
す
る
未
定
稿
、
草
稿
か
ら
判
断
す

る
限
り
、
明
治
四
十
一
年
を
迎
え
る
ま
で
志
賀
の
小
説
の
物
語
内
容
は
専
ら
虚

構
に
依
存
し
て
い
た
。
下
段
図
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
彼
の
小
説
で
は

あ
く
ま
で
純
客
観
の
三
人
称
が
用
い
ら
れ
、
特
定
の
人
物
に
固
定
焦
点
化
を
施

し
た
例
は
な
か
っ
た
　
（
①
の
形
式
）
。

と
こ
ろ
が
明
治
四
十
一
年
に
入
る
と
、
「
自
分
」
を
焦
点
人
物
と
す
る
草
稿

2
「
釦
網
走
ま
で
」
（
明
4
1
・
8
・
1
4
執
筆
）
が
、
ま
た
「
私
」
を
焦
点
人
物

と
す
る
草
稿
4
「
臥
離
縁
」
（
明
4
1
・
1
0
・
3
1
執
筆
）
が
確
認
で
き
る
（
②
の

形
式
）
。
そ
し
て
翌
四
十
二
年
に
は
「
彼
」
を
焦
点
人
物
と
す
る
、
例
え
ば
未

定
稿
8
7
「
釦
其
あ
る
夜
の
事
」
（
明
4
2
・
1
1
・
1
2
執
筆
）
の
よ
う
な
作
品
が
現

れ
る
（
③
の
形
式
）
。
以
後
、
こ
れ
ら
①
～
③
の
小
説
群
は
平
行
し
て
書
き
継

が
れ
て
い
く
。

「
自
分
」
や
「
私
」
よ
り
も
遅
れ
て
登
場
し
た
焦
点
人
物
「
彼
」
（
③
）
だ

が
、
草
稿
段
階
で
は
「
彼
」
で
は
な
く
、
代
わ
り
に
「
自
分
」
が
用
い
ら
れ
て

い
た
例
が
存
す
る
。
「
あ
る
一
頁
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
草
稿
1
1
「
一
日
二
夕
晩

（9）
の
記
」
（
明
4
2
・
9
・
1
4
）
と
定
稿
「
あ
る
一
貫
」
の
あ
い
だ
の
人
称
変
化
を

次
に
あ
げ
る
。

焦点人物「私」
事実に基づく
物語内容

【図1】志賀直哉の小説における焦点化（人称）の変遷
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・
創
剰
嘲
も
う
少
し
も
早
く
ど
こ
か
へ
い
っ
て
休
み
た
い
。
腹
は
少
し
も
へ

ら
な
い
が
無
暗
と
の
ど
が
か
わ
く
。
副
珊
瑚
、
神
社
を
ヌ
ケ
レ
ば
行
き
た

い
方
へ
近
か
さ
う
だ
と
は
考
へ
た
が
、
（
…
）
（
草
稿
1
1
二
日
二
夕
晩
の
記
」
）

↑

彼
は
少
し
も
早
く
何
処
か
で
休
み
た
か
っ
た
。
食
欲
は
少
し
も
な
か
つ

た
が
喉
が
乾
い
た
。
繍
面
相
社
を
抜
け
れ
ば
河
原
の
方
へ
は
近
さ
う
に
思

へ
た
が
、
（
…
）
　
（
「
あ
る
一
頁
」
）

：
し
ん
な
話
を
し
て
ゐ
る
問
に
腹
が
妙
に
な
っ
て
く
る
。
早
く
起
て
ば
い
、

と
思
ふ
が
、
中
々
起
た
ぬ
。
一
寸
と
い
っ
て
矧
叫
便
所
に
行
く
。
下
痢

は
同
じ
事
だ
。
（
草
稿
1
1
「
一
日
二
夕
晩
の
記
」
）

↑

又
腹
工
合
が
妙
に
な
っ
た
が
、
男
は
宿
帳
を
膝
の
上
で
弄
び
な
が
ら
愛

想
話
で
中
々
起
た
な
い
。
嘲
坤
／
「
一
寸
」
と
い
っ
て
起
っ
て
了
っ
た
。

下
痢
は
同
じ
事
で
あ
っ
た
。
（
「
あ
る
一
貫
」
）

・
ツ
グ
、
置
く
、
ア
ブ
ク
が
盛
り
上
る
、
ア
ワ
テ
、
又
つ
ぐ
、
ア
ブ
ク
が
少

し
つ
、
茶
ワ
ン
に
入
る
。
遂
に
剖
珊
瑚
隊
に
ゐ
た
若
い
騎
兵
士
官
が
笑
ひ

出
し
た
。
ツ
ラ
レ
て
創
釧
引
笑
ひ
出
す
。
（
草
稿
1
1
「
一
日
二
夕
晩
の
記
」
）

一
1

注
ぐ
。
置
く
。
抱
が
盛
り
上
が
る
。
あ
わ
て
て
又
注
ぐ
。
抱
が
少
し
つ

つ
茶
碗
へ
入
る
。
此
循
環
が
何
遍
も
根
気
よ
く
繰
り
返
さ
れ
た
。
遂
に
彼

と
並
ん
で
居
た
若
い
士
官
が
失
笑
し
て
了
つ
た
。
つ
ら
れ
て
彼
も
笑
ひ
出

し
た
。
（
「
あ
る
一
頁
」
）

三
人
称
化
に
あ
た
り
、
述
語
部
を
現
在
形
か
ら
過
去
形
へ
と
改
め
る
手
続
き

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
行
動
や
内
面
は
「
自
分
」
も
「
彼
」
も
ほ
ほ
同
様
の
距

離
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
彼
」
と
「
自
分
」
は
交
換
可
能
な
人
称

で
あ
る
。

先
の
図
1
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
③
の
焦
点
人
物
「
彼
」
は
②
の
「
自
分
」

と
同
様
に
、
作
者
の
体
験
に
基
づ
く
物
語
内
容
を
担
い
な
が
ら
、
「
自
分
」
よ

り
一
年
ほ
ど
遅
れ
て
確
認
さ
れ
る
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
右
に
あ
げ
た
「
一
日

二
夕
晩
の
記
」
か
ら
「
あ
る
一
貫
」
の
よ
う
に
、
実
際
に
「
自
分
」
を
「
彼
」

に
改
め
た
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
（
な
お
、
「
私
」
を
「
彼
」
に
改
め
た
例
は

確
認
出
来
な
い
。
）
　
こ
う
し
た
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
志
賀
の
小
説
に
お
け
る
焦

点
人
物
「
彼
」
と
は
、
「
自
分
」
の
首
を
す
げ
替
え
る
こ
と
で
派
生
し
た
、
い

わ
ば
焦
点
人
物
「
自
分
」
の
変
形
版
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。し

か
し
、
で
は
何
故
「
自
分
」
と
い
う
一
人
称
で
書
き
得
る
内
容
が
、
あ
え

て
三
人
称
「
彼
」
に
よ
っ
て
語
り
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
単
に

「
自
分
」
を
よ
そ
ゆ
き
に
装
う
だ
け
な
ら
ば
、
「
母
の
死
と
新
し
い
母
」
、
「
大
津

順
書
」
等
と
同
じ
く
、
「
自
分
」
か
ら
「
私
」
に
書
き
換
え
る
と
い
う
別
の
方

法
も
志
賀
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

20



二
－
二

「
彼
」
　
の
必
要
性
と
は
何
か
。
焦
点
人
物
「
彼
」
を
擁
す
る
小
説
が
、
「
自

分
」
と
同
じ
く
作
者
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
物
語
内
容
を
持
つ
事
は
既
に
述
べ

た
が
、
な
お
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
第
一
に
女
性
問
題
を
扱
う
物
語
内
容

の
場
合
、
第
二
に
作
者
に
と
っ
て
か
な
り
過
去
に
減
る
自
画
像
が
扱
わ
れ
る
場

合
に
、
「
彼
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
。

第
一
の
例
と
し
て
は
　
「
彼
と
六
つ
年
上
の
女
」
　
（
明
4
3
・
9
）
　
や
、
祇
園
の

茶
屋
の
仲
居
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
　
「
琉
事
」
　
（
大
1
4
・
9
）
、
「
山
科
の
記
憶
」

（
大
1
5
・
1
）
、
「
痴
情
」
　
（
大
1
5
・
4
）
、
「
晩
秋
」
　
（
大
1
5
・
9
）
　
が
そ
れ
に
該

当
す
る
。

「
彼
」
と
い
う
人
称
は
、
専
ら
女
性
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
思
索
し
、
行
動

す
る
男
性
の
登
場
人
物
を
指
示
し
や
す
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
男
女
の
交
わ

り
、
し
か
も
そ
れ
を
男
の
側
か
ら
告
白
し
て
い
く
際
の
甘
さ
を
避
け
る
事
に
繋

が
っ
て
い
る
。
「
彼
は
歩
き
な
が
ら
、
今
別
れ
て
来
た
女
の
事
ば
か
り
考
へ
て

ゐ
た
。
愛
す
る
女
の
事
を
別
れ
て
考
へ
る
の
は
快
楽
だ
」
　
（
「
山
科
の
記
憶
」
）
、

「
先
方
は
ど
う
で
も
い
い
、
此
方
か
ら
は
好
き
な
の
だ
、
此
考
が
最
初
か
ら
彼

に
附
き
ま
と
っ
て
ゐ
た
」
　
（
「
晩
秋
」
）
と
い
っ
た
女
性
に
対
す
る
思
い
、
そ
の

赤
裸
々
な
内
面
は
、
「
彼
」
と
い
う
作
者
自
身
と
の
癒
着
を
形
式
上
は
分
か
つ

三
人
称
を
用
い
る
事
で
、
初
め
て
吐
露
さ
れ
得
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

右
の
事
を
裏
付
け
る
よ
う
に
「
山
科
の
記
憶
」
初
出
（
大
1
5
・
1
）
　
で
は
、

「
こ
れ
は
既
に
過
去
の
記
憶
だ
。
自
分
を
彼
と
書
く
の
が
通
は
し
い
。
」
と
い
っ

（川）

た
前
置
き
が
付
さ
れ
て
も
い
る
。
「
彼
」
と
い
う
呼
称
が
「
自
分
」
を
客
体
化

し
た
人
称
に
他
な
ら
な
い
事
が
、
こ
こ
に
自
ら
明
か
さ
れ
て
も
い
る
わ
け
だ

が
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
断
り
書
き
を
行
う
事
自
体
、
措
か
れ
る
対
象
と
自

身
と
の
同
一
視
を
極
力
避
け
た
い
作
者
の
意
図
は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
の
場
合
に
該
当
す
る
小
説
に
は
「
鵠
沼
行
き
」
　
（
大
6
・
1
0
）
、

「
或
る
朝
」
　
（
大
7
・
3
）
、
「
或
る
一
夜
」
　
（
大
9
・
1
）
、
「
寓
居
」
　
（
大
1
0
・

1
）
、
「
廿
代
一
面
」
　
（
大
1
2
・
1
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
措
か
れ
て
い

る
の
は
、
発
表
時
か
ら
考
え
れ
ば
最
短
で
五
年
、
長
け
れ
ば
十
二
年
の
年
月
を

潮
る
事
に
な
る
作
者
自
身
の
生
活
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
こ
そ
、
小
説
内
一

の
出
来
事
は
作
者
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
「
既
に
過
去
の
記
憶
」
と
呼
び
得
る
も
　
2
1

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
過
去
の
分
身
を
「
彼
」
と
三
人
称
で
指
示
す
る
事
は
、
括
－

か
れ
る
対
象
と
の
時
間
的
、
心
理
的
隔
た
り
か
ら
す
れ
ば
、
書
き
手
に
と
っ
て

最
も
自
然
な
欲
求
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

加
え
て
、
「
彼
」
は
作
中
に
お
け
る
他
者
へ
の
視
点
移
動
を
も
可
能
と
す
る
。

「
暗
夜
行
路
」
最
終
場
面
で
は
、
そ
こ
ま
で
専
ら
焦
点
化
さ
れ
て
い
た
「
時
任

謙
作
＝
彼
」
が
、
一
転
し
て
見
ら
れ
る
側
へ
と
回
っ
て
い
る
。

謙
作
は
疲
れ
た
ら
し
く
、
手
を
握
ら
し
た
ま
ま
眼
を
つ
む
っ
て
了
つ

た
。
穏
か
な
顔
だ
っ
た
。
直
子
は
謙
作
の
か
う
い
ふ
顔
を
初
め
て
見
る
や

う
に
思
っ
た
。
そ
し
て
此
人
は
此
伍
、
助
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
。
然
し
、
不
思
議
に
、
そ
れ
は
直
子
を
そ
れ
程
、
悲
し
ま
せ
な
か
つ



た
。
直
子
は
引
込
ま
れ
る
や
う
に
何
時
ま
で
も
、
そ
の
顔
を
見
詰
め
て
ゐ

た
。
そ
し
て
、
直
子
は
、

「
助
か
る
に
し
ろ
、
助
か
ら
ぬ
に
し
ろ
、
兎
に
角
、
自
分
は
此
人
を
離

れ
ず
、
何
所
ま
で
も
此
人
に
随
い
て
行
く
の
だ
」
と
い
ふ
や
う
な
事
を
切

に
思
ひ
っ
づ
け
た
。
（
後
篇
第
四
・
二
十
）

（‖）

右
最
終
場
面
の
直
子
へ
の
視
点
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
中
村
真
一
郎
か
ら

「
「
暗
夜
行
路
」
　
の
終
り
の
所
」
だ
け
「
違
ふ
手
法
を
採
用
し
て
あ
る
」
　
の
は

「
ど
う
い
う
意
図
」
に
よ
る
の
か
と
い
っ
た
疑
問
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
作
者
は
「
「
暗
夜
行
路
j
が
殆
ど
全
篇
主
人
公
の
謙
作
の
立
場
で

書
い
て
あ
る
の
が
、
最
後
の
所
だ
け
細
君
の
立
場
で
書
い
た
事
、
こ
れ
は
う
っ

か
り
さ
う
い
ふ
誤
り
を
し
た
の
で
は
な
い
、
勿
論
、
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
ゐ
て
や

（12）

っ
た
事
だ
」
と
答
え
た
。
中
村
の
よ
う
な
疑
問
は
、
前
項
で
既
に
確
認
し
た

「
自
分
」
と
ほ
ほ
同
等
の
「
彼
」
と
い
う
人
称
の
実
質
故
に
生
じ
て
き
た
は
ず

（13）

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
三
人
称
と
い
う
見
せ
か
け
が
、
作
品
最
終
部
で
の
主
人
公

の
相
対
化
、
そ
う
い
う
形
で
の
小
説
の
終
結
を
可
能
に
し
た
。
時
任
謙
作
の
変

貌
は
、
彼
自
身
に
よ
っ
て
「
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
自
分
が
浄
化
さ
れ
た
と

い
ふ
こ
と
を
切
り
に
感
じ
」
た
と
吐
露
さ
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、
妻
直
子
の
側
か

ら
も
右
引
用
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
、
認
め
ら
れ
る
事
で
、
作
中
で
は
絶
対
的
な

真
実
に
な
り
得
て
い
る
。
そ
の
事
を
思
え
ば
、
「
彼
」
と
い
う
人
称
は
単
な
る

主
人
公
の
指
示
代
名
詞
で
は
な
く
、
作
全
体
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
左
右
す
る
桟

構
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
作
品
最
終
部
に
お
い
て
謙
作
が
獲
得
し
た
心
境
が
如

何
に
説
得
的
に
提
示
さ
れ
る
か
、
そ
の
事
に
、
そ
こ
ま
で
に
至
る
謙
作
の
長
い

苦
悶
を
描
い
て
き
た
「
暗
夜
行
路
」
　
の
記
述
の
全
重
量
、
意
義
は
懸
け
ら
れ
て

（14）

い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
焦
点
化
さ
れ
た
「
彼
」
は
一
人
称
で
は
語
り
に
く
い
物
語

内
容
を
担
い
つ
つ
、
視
点
の
独
占
に
よ
り
一
人
称
に
ほ
ほ
等
し
く
主
人
公
の
内

面
を
自
在
に
語
る
。
そ
し
て
三
人
称
で
あ
る
が
故
に
、
時
に
主
人
公
の
変
貌
を

l
1
．
－

保
証
す
る
装
置
と
し
て
も
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
椰
父
章
が
花
袋
の
小
説
を
例

に
述
べ
た
、
「
時
に
第
一
人
称
で
も
あ
り
、
ま
た
時
に
は
第
三
人
称
で
も
あ
る
」

よ
う
な
翻
訳
語
「
彼
」
は
、
志
賀
文
学
に
お
い
て
も
そ
の
二
面
性
を
貪
欲
に
生

き
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

三

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
各
人
称
の
展
開
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
先

の
図
1
に
示
し
た
、
①
1
②
1
③
の
順
に
確
認
で
き
る
焦
点
人
物
の
人
称
は
昭

和
期
前
後
ま
で
併
用
さ
れ
、
志
賀
の
小
説
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い

（沌）た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
共
生
は
永
遠
で
は
な
か
っ
た
。

焦
点
人
物
「
彼
」
　
（
③
）
は
、
「
暗
夜
行
路
」
完
結
部
の
発
表
（
昭
1
2
・
4
）

を
最
後
に
志
賀
の
小
説
か
ら
消
え
る
。
発
表
開
始
が
大
正
十
年
に
ま
で
減
る

「
暗
夜
行
路
」
を
除
け
ば
、
「
朝
昼
晩
」
　
（
昭
9
・
4
）
が
③
の
最
後
の
例
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
③
の
「
彼
」
に
先
立
ち
、
焦
点
化
ゼ
ロ
の
小
説
（
①
）
も

「
蘭
斉
没
後
」
　
（
昭
2
・
4
）
を
最
後
に
、
さ
ら
に
「
自
分
」
　
（
②
）
も
「
白
銅
」
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（
大
1
5
・
1
）
を
最
後
の
小
説
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
消
え
て
い
る
。
そ
う
し
て
あ

と
に
残
さ
れ
た
の
は
「
私
」
、
そ
れ
も
虚
構
を
伴
わ
ぬ
小
説
に
お
け
る
「
私
」

の
み
で
あ
っ
た
。
虚
構
小
説
が
消
え
た
ば
か
り
で
な
く
、
作
者
自
身
に
最
も
近

い
像
を
呼
ぶ
人
称
で
あ
る
は
ず
の
「
自
分
」
が
消
え
、
よ
り
公
的
な
一
人
称

（17）

「
私
」
の
み
が
一
部
の
例
外
を
除
き
、
昭
和
十
三
年
以
降
、
志
賀
の
小
説
に
お

け
る
全
て
の
人
称
と
な
る
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
何
故
に
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
か
。
こ
の
事
情
を
考
え
る

際
、
無
視
出
来
な
い
の
が
「
万
暦
赤
絵
」
（
昭
8
・
9
）
　
に
つ
い
て
述
べ
る
、

作
者
自
身
の
次
の
よ
う
な
言
で
あ
る
。

「
万
暦
赤
絵
」
書
か
れ
た
事
は
事
実
だ
が
、
私
は
最
初
こ
れ
を
「
矢
島

柳
堂
」
の
連
作
の
一
つ
と
す
る
つ
も
り
で
書
き
、
然
し
前
に
柳
堂
を
書
い

た
時
か
ら
大
分
年
月
が
経
っ
て
ゐ
た
為
め
に
、
柳
生
の
ポ
ー
ズ
に
自
分
が

な
り
き
れ
ず
、
何
度
も
書
損
じ
を
し
た
。
仕
舞
ひ
に
面
倒
臭
く
な
り
、
地

（18）

金
で
書
き
か
へ
て
し
ま
っ
た
（
…
）
　
（
「
続
創
作
余
談
」
）

「
「
矢
島
柳
生
」
の
連
作
」
と
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
発
表

さ
れ
た
、
何
れ
も
焦
点
人
物
「
彼
」
を
擁
す
る
小
説
の
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

作
者
自
身
を
モ
デ
ル
と
す
る
人
物
が
矢
島
柳
堂
＝
「
彼
」
と
し
て
描
か
れ
、
作

者
の
妻
と
見
ら
れ
る
人
物
が
、
矢
島
柳
堂
の
妹
、
お
種
と
し
て
措
か
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
小
説
は
作
者
の
実
体
験
を
材
料
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
一

部
仮
構
の
施
さ
れ
た
、
本
来
③
に
該
当
す
る
小
説
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
右

の
よ
う
に
明
か
さ
れ
た
作
者
の
事
情
か
ら
、
そ
れ
が
②
の
小
説
（
焦
点
人
物

「
私
」
、
虚
構
を
伴
わ
な
い
物
語
内
容
）
、
「
万
暦
赤
絵
」
　
へ
と
転
じ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

（D）

三
好
行
雄
は
、
右
作
者
の
言
に
あ
る
「
柳
堂
の
ポ
ー
ズ
と
は
」
「
作
者
が
作

品
内
部
で
他
の
人
格
に
化
身
し
、
仮
構
の
生
を
生
き
る
こ
こ
ろ
み
だ
っ
た
は

ず
」
と
述
べ
、
そ
れ
が
失
わ
れ
た
事
態
を
「
他
者
の
不
在
」
と
指
摘
し
た
。
そ

し
て
、
「
志
賀
直
哉
に
あ
っ
て
、
調
和
的
世
界
の
実
現
と
、
作
家
精
神
の
風
化

と
は
い
わ
ば
形
影
の
あ
い
と
も
な
う
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
」
と
し
、
そ
の
実

例
に
こ
の
「
万
暦
赤
絵
」
を
位
置
付
け
た
。

実
は
、
「
万
暦
赤
絵
」
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
八
年
と
は
、
志
賀
が
二
皮
目
の

休
止
期
を
経
て
四
年
ぶ
り
に
小
説
を
発
表
し
始
め
た
年
で
あ
り
、
志
賀
文
学
の

（m）

最
終
期
「
「
眺
め
る
人
亡
（
高
田
瑞
穂
）
　
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
節
目
の
年
で
あ

る
。
「
昭
和
八
年
以
後
の
彼
の
作
品
は
極
め
て
断
片
的
で
、
日
記
の
一
節
と
い

ぅ
べ
き
も
の
が
多
い
。
殆
ど
小
説
ら
し
さ
を
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
る
」
（
吉
田

（21）
精
一
）
と
の
把
握
、
或
い
は
休
止
期
以
前
の
昭
和
四
年
に
ま
で
減
り
、
「
昭
和

（詑）

四
年
以
後
は
、
作
家
と
し
て
の
活
動
は
ま
っ
た
く
休
止
状
態
」
　
（
中
村
光
夫
）

と
い
っ
た
断
定
な
ど
、
こ
う
し
た
人
々
が
揃
っ
て
主
張
す
る
「
調
和
的
世
界
の

実
現
」
と
、
そ
れ
と
同
時
に
見
受
け
ら
れ
る
「
作
家
精
神
の
風
化
」
と
は
、
こ

こ
ま
で
見
て
き
た
人
称
の
用
法
と
し
て
述
べ
れ
ば
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

失
わ
れ
、
「
私
」
　
へ
と
一
元
化
す
る
様
態
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
具
体
的

に
指
摘
す
る
事
も
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
「
柳
生
の
ポ
ー
ズ
に
自
分
が
な
り
き

れ
」
な
い
、
そ
う
し
た
事
態
の
恒
常
化
が
「
私
」
と
い
う
人
称
へ
の
収
束
を
招

23



い
た
の
だ
と
、
ひ
と
ま
ず
は
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
小
説
に
残
さ
れ
た
人
称
が
「
私
」
で
あ
る
事
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ

に
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
正
確
に
言
っ
て
「
日
記
の
一
節
」
　
で
す
ら
な
い
。

何
故
な
ら
小
説
か
ら
「
自
分
」
が
消
滅
し
た
後
も
こ
の
作
者
は
変
わ
ら
ず
、
実

生
活
上
で
は
日
記
に
「
自
分
」
と
い
う
人
称
を
終
生
用
い
続
け
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。「

私
」
よ
り
も
作
者
自
身
を
指
示
す
る
に
近
し
い
　
「
自
分
」
で
は
な
く
、
ま

た
そ
の
「
自
分
」
を
外
か
ら
眺
め
る
視
点
を
内
包
す
る
「
彼
」
で
も
な
い
。
す

な
わ
ち
、
自
己
省
察
や
自
己
客
体
化
を
必
要
と
し
な
い
、
極
め
て
安
定
し
た
心

境
が
小
説
内
で
語
ら
れ
よ
う
と
す
る
時
、
こ
の
作
者
に
は
最
早
、
公
意
識
の
付

属
す
る
「
私
」
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
自
分
」
や
「
彼
」

を
退
け
、
こ
の
「
私
」
を
し
て
語
ら
れ
た
内
容
の
詳
細
な
検
討
は
、
個
々
の
小

説
の
分
析
に
基
づ
い
て
別
の
機
会
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、
少
な

く
と
も
こ
こ
で
言
え
る
の
は
、
志
賀
の
小
説
に
お
け
る
焦
点
人
物
の
人
称
と

は
、
お
そ
ら
く
見
か
け
以
上
に
語
ら
れ
る
内
容
と
の
深
い
結
び
つ
き
の
も
と
に

あ
り
、
そ
れ
故
、
志
賀
文
学
の
変
容
を
象
徴
す
る
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し

て
見
な
し
得
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

注
小
説
、
草
稿
、
未
定
稿
、
手
帳
、
ノ
ー
ト
の
引
用
は
全
て
新
版
r
志
賀
直
哉
全
集
」
（
岩

波
書
店
　
平
1
0
・
1
2
～
平
1
4
・
3
）
　
に
拠
っ
た
。
但
し
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。

（
1
）
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
「
r
全
知
の
語
り
手
に
よ
る
物
語
言
説
」
あ
る
い
は
r
背
後
か
ら
の

税
像
」
を
焦
点
化
ゼ
ロ
、
r
視
点
の
あ
る
、
反
射
人
物
の
い
る
、
選
択
的
全
知
の
、
視

野
の
限
定
さ
れ
た
物
語
言
説
」
あ
る
い
は
「
と
も
に
あ
る
視
像
」
を
内
的
焦
点
化
、

r
客
観
的
、
行
動
主
義
的
な
技
法
」
あ
る
い
は
r
外
か
ら
の
視
像
」
を
外
的
焦
点
化
」

と
従
来
の
概
念
を
整
理
し
た
（
和
泉
涼
l
・
神
郡
悦
子
訳
r
物
語
の
詩
学
」
昭
6
0
・

1
2
　
水
声
社
）
。
但
し
、
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
「
物
語
言
説
は
必
ず
し
も
、
終
始
一
貫
し
て

同
じ
焦
点
化
を
選
択
し
続
け
る
わ
け
で
は
な
い
」
（
花
輪
光
・
和
泉
涼
l
訳
r
物
語
の

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
昭
6
0
・
9
　
水
声
杜
）
と
も
述
べ
る
。
志
賀
直
哉
の
小
説
を
分
類

す
る
基
準
に
当
た
っ
て
は
、
資
料
（
焦
点
人
物
表
）
　
の
注
（
1
）
も
あ
わ
せ
て
参
照
。

（
2
）
「
直
哉
に
お
け
る
（
自
分
）
」
（
新
版
r
志
賀
直
哉
全
集
　
第
十
四
巻
（
月
報
望
」

岩
波
書
店
　
平
1
2
・
3
）

（
3
）
　
r
物
語
の
詩
学
」
第
1
6
章
（
注
1
に
同
じ
）

（
4
）
「
一
人
称
代
名
詞
r
自
分
」
の
記
述
的
意
味
－
志
賀
直
哉
作
品
の
表
現
－
」
（
r
表
現

研
究
し
第
6
3
号
　
平
8
・
3
）

（
5
）
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
」
に
つ
い
て
、
饗
庭
孝
男
に
「
日
記
と
い
う
私
的
な
記

録
が
も
つ
、
独
白
の
要
素
の
も
っ
と
も
濃
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
主
語
を
r
自
分
」
と

し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
」
と
の
指
摘
が
あ
る
　
（
r
喚
起
す
る
放
物
」
小
沢
書
店

昭
6
0
・
9
）
。
な
お
、
「
菰
野
」
　
（
昭
9
・
1
）
初
出
時
の
表
題
は
「
日
記
帖
」
で
あ
る

が
、
人
称
は
「
私
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
昭
和
期
前
後
に
生
じ
た

志
賀
文
学
の
変
容
を
象
徴
す
る
事
実
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）
「
母
の
死
と
新
し
い
母
」
を
一
部
書
き
換
え
た
作
品
に
「
母
の
死
と
足
袋
の
記
憶
」

（
大
6
・
6
）
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
再
び
主
人
公
の
人
称
は
「
私
」
か
ら
「
自
分
」
と

変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
母
の
死
と
足
袋
の
記
憶
」
が
亡
き
母
に
あ
く
ま
で
焦
点

を
絞
り
（
新
し
い
母
に
関
す
る
記
述
を
削
除
、
代
わ
り
に
亡
き
母
を
困
ら
せ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
加
筆
）
、
主
人
公
の
個
人
的
な
回
想
色
の
淡
い
作
と
な
っ
て
い
る
が
故
と
考

え
ら
れ
る
。
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（
7
）
こ
の
用
法
は
「
r
君
」
と
r
僕
」
は
、
古
生
言
葉
の
代
表
」
（
山
口
明
穏
・
鈴
木
英

夫
・
坂
梨
隆
三
・
月
本
雅
幸
r
日
本
語
の
歴
史
」
平
9
・
1
2
　
東
京
大
学
出
版
会
）

で
あ
り
、
「
僕
」
は
「
明
治
の
な
か
ご
ろ
に
は
第
二
人
称
の
r
君
」
と
対
に
な
っ
て
お

も
に
親
し
い
間
柄
で
対
等
ま
た
は
下
位
の
著
に
も
ち
い
た
」
　
（
飯
田
噌
巳
r
明
治
を
生

き
る
群
像
－
近
代
日
本
語
の
成
立
I
L
平
1
4
・
2
　
お
う
ふ
う
）
と
い
う
一
般
的
な

用
法
と
合
致
す
る
。

（
8
）
な
お
、
焦
点
化
ゼ
ロ
の
小
説
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
披
」
は
、
基
本
的
に
虚
構
の
主

人
公
を
指
示
す
る
代
名
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
　
（
図
1
の
①
参
照
）
。

（
9
）
征
野
敏
郎
は
「
こ
の
草
稿
に
手
を
入
れ
る
に
際
し
て
」
、
「
主
人
公
の
r
自
分
」
を

r
彼
」
と
変
更
、
た
だ
し
、
こ
の
手
入
れ
は
は
じ
め
の
部
分
に
限
ら
れ
て
い
て
、
草
稿

は
」
人
称
が
「
不
統
一
に
な
っ
て
い
る
」
と
亭
つ
（
「
後
記
」
菊
判
r
志
賀
直
哉
全
集

第
一
巻
」
岩
波
昏
店
　
昭
亜
・
5
、
新
版
r
志
賀
直
哉
全
集
　
補
巻
四
」
岩
波
昏
店

平
1
4
・
1
）
。
し
か
し
、
「
彼
」
と
い
う
人
称
は
作
品
の
初
め
（
第
二
即
）
　
の
み
な
ら

ず
、
第
四
節
で
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
紅
野
の
述
べ
る
よ
う
に
「
手
入
れ
は
は
じ
め

の
部
分
に
限
ら
れ
て
い
」
る
と
い
う
指
摘
に
は
多
少
の
疑
問
も
残
る
。

（
1
0
）
　
r
山
科
の
記
憶
し
　
（
改
造
社
　
昭
2
・
5
）
所
収
の
際
、
削
除
。

（
1
1
）
谷
川
徹
三
・
佐
々
木
基
「
中
村
真
一
郎
、
座
談
会
「
志
賀
直
哉
」
（
r
文
芸
」
昭

2
3
・
5
）
　
で
の
発
言
。

（
ほ
）
「
中
村
真
一
郎
君
の
疑
問
に
就
い
て
」
（
r
文
芸
」
昭
2
3
・
5
）
。
「
r
暗
夜
行
路
」
で
最

後
に
三
人
称
的
に
変
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
が
読
ん
で
い
て
具
合
が
悪
け
り
や
、
い

か
ん
け
ど
ね
、
そ
う
で
な
い
限
り
は
少
し
も
差
支
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
僕
は
そ

う
い
う
こ
と
は
な
る
べ
く
我
住
に
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
の
作
者
の
言
も
あ

る
（
志
賀
直
哉
・
佐
々
木
基
一
・
中
村
真
一
郎
、
座
談
会
「
作
家
の
態
度
－
志
賀
直

哉
氏
を
か
こ
ん
で
－
」
r
文
芸
」
昭
2
3
・
6
、
7
）
。

ま
た
、
志
賀
の
創
作
ノ
ー
ト
に
は
「
〇
三
人
称
で
も
何
所
ま
で
も
イ
ヒ
ロ
マ
ン
の

古
き
方
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
⑦
」
（
「
ノ
ー
ト
1
2
」
明
4
5
・
大
2
年
）
と
い
っ
た
逮

巡
ら
し
き
記
述
や
、
反
対
に
「
u
r
d
．
罵
r
S
O
n
で
書
い
て
h
e
t
h
O
u
g
h
t
と
書
く
べ
き
所

を
i
c
h
R
O
m
a
n
で
書
く
」
（
「
手
帳
1
4
」
（
大
3
～
大
5
年
）
、
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
日
記
」

の
構
想
）
と
い
っ
た
意
図
、
或
い
は
武
者
小
路
実
能
の
小
説
を
「
三
人
称
で
杏
か
れ

た
る
H
c
h
に
近
し
」
　
（
「
ノ
ー
ト
7
」
明
4
3
）
と
位
置
付
け
る
よ
う
な
認
識
が
見
え
、
実

質
的
に
は
一
人
称
に
近
い
　
「
彼
」
を
用
い
る
に
当
た
っ
て
、
こ
の
作
者
は
十
分
意
識

的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
3
）
中
村
光
夫
は
「
暗
夜
行
路
」
の
主
人
公
の
人
称
を
「
一
人
称
的
三
人
称
」
と
呼
ん
で

い
る
　
（
r
志
賀
直
哉
諭
し
文
芸
春
秋
新
社
　
昭
か
・
4
）
。
他
、
「
謙
作
と
い
う
三
人

称
」
は
「
半
分
一
人
称
的
要
素
を
交
え
た
疑
似
三
人
称
」
と
の
指
摘
も
あ
る
　
（
平
岡

篤
頼
「
r
暗
夜
行
路
」
の
作
者
（
二
）
」
菊
判
r
志
賀
直
哉
全
集
　
第
十
三
巻
（
月
報

1
3
）
」
岩
波
杏
店
　
昭
4
9
・
7
）
。

（
1
4
）
な
お
、
「
暗
夜
行
路
」
の
構
造
、
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
志
賀
直
哉
r
暗
夜

行
路
」
論
－
登
場
人
物
に
み
る
作
品
構
造
の
一
端
－
」
（
r
広
島
女
子
大
国
文
」
第
1
2

号
平
7
・
9
）
、
「
志
賀
直
哉
r
暗
夜
行
路
」
論
－
二
つ
の
r
女
の
過
失
」
設
定
に
関

す
る
一
考
察
－
」
（
r
近
代
文
学
試
論
」
第
別
号
　
平
8
・
ほ
、
（
町
田
栄
稲
r
近
代
文

学
作
品
集
成
⑤
　
志
賀
直
哉
「
暗
夜
行
路
」
」
ク
レ
ス
出
版
　
平
1
3
・
1
0
）
採
録
）
、

「
「
暗
夜
行
路
」
論
l
目
我
と
の
相
剋
、
時
任
謙
作
の
闘
い
が
意
味
す
る
も
の
⊥
（
r
広

島
女
子
大
国
文
」
第
1
4
号
　
平
9
・
9
）
を
参
照
。

（
1
5
）
r
翻
訳
と
は
な
に
か
　
日
本
語
と
翻
訳
文
化
し
　
（
法
政
大
学
出
版
会
　
昭
5
1
・
8
）
。

な
お
、
柳
父
は
「
r
暗
夜
行
路
」
に
お
け
る
「
彼
」
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
第
3
0
集
　
昭

5
8
・
1
0
）
　
の
な
か
で
、
「
彼
」
と
い
う
人
称
が
主
人
公
以
外
に
も
、
「
主
人
公
が
心
の

内
面
で
共
感
で
き
る
よ
う
な
身
近
な
男
」
を
指
示
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
革
に

着
目
し
、
「
花
袋
か
ら
r
暗
夜
行
路
」
の
「
彼
」
　
へ
の
問
に
「
彼
」
の
意
味
は
」
「
よ

り
三
人
称
の
方
へ
近
づ
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
1
6
）
①
1
③
1
③
の
順
に
確
認
で
き
る
焦
点
化
の
方
法
だ
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
一
方
向

に
の
み
展
開
し
た
と
は
言
え
な
い
。
実
は
、
②
の
一
人
称
の
焦
点
人
物
や
③
の
よ
う
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な
焦
点
人
物
「
彼
」
が
出
現
す
る
事
で
、
今
度
は
焦
点
化
ゼ
ロ
の
①
の
小
説
に
一
時

的
で
は
あ
れ
、
特
定
の
人
物
に
焦
点
化
を
施
す
例
が
見
え
始
め
る
。
例
え
ば
「
彼
」

を
焦
点
人
物
と
す
る
未
定
稿
8
7
の
約
一
ケ
月
後
に
書
か
れ
た
未
定
稿
壁
」
豊
心
し
き
種

子
」
　
（
明
4
2
・
1
2
・
7
執
筆
）
は
虚
構
の
物
語
内
容
を
展
開
し
な
が
ら
、
関
本
耕
書
＝

「
彼
」
に
か
な
り
の
焦
点
化
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
①
の
小
説
が
③
の

方
法
に
近
づ
い
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
r
白
樺
」
発
刊
後
に
発
表
さ
れ
た

「
剃
刀
」
は
基
本
的
に
は
①
の
焦
点
化
ゼ
ロ
の
小
説
で
あ
り
な
が
ら
、
芳
三
郎
＝
「
彼
」

に
焦
点
化
を
施
し
た
部
分
が
あ
る
た
め
、
殺
人
を
犯
す
彼
の
心
理
劇
が
よ
り
生
々
し

く
、
迫
力
あ
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
得
て
い
る
　
（
そ
の
焦
点
化
の
効
果
の
ほ
ど
は
「
剃

刀
」
の
改
稿
過
程
を
追
う
と
、
よ
り
判
然
と
す
る
）
。
そ
う
し
た
焦
点
の
絞
り
方
が
、

語
り
手
の
存
在
を
あ
く
ま
で
前
面
に
出
し
た
未
定
稿
初
期
の
客
観
小
説
と
、
r
白
樺
」

発
刊
後
に
公
表
さ
れ
る
志
賀
の
客
観
小
説
と
を
分
か
つ
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
1
7
）
例
外
の
小
説
と
し
て
は
、
焦
点
人
物
の
人
称
の
な
い
　
「
兎
」
　
（
昭
2
1
・
9
）
、
「
僕
」

と
い
う
人
称
を
擁
す
る
「
蝕
ま
れ
た
友
情
」
　
（
昭
2
2
・
1
～
4
）
、
戯
曲
形
式
の
「
予

定
日
（
会
話
）
」
（
昭
2
4
・
1
）
、
「
秋
風
戯
曲
」
　
（
昭
2
4
・
8
）
、
「
私
」
が
作
者
に
は
該

当
し
な
い
　
「
い
た
づ
ら
」
　
（
昭
2
9
・
4
、
6
）
　
が
あ
る
。

（
1
8
）
　
r
改
造
し
昭
1
3
・
6

（
1
9
）
　
「
仮
構
の
（
私
）
I
 
r
暗
夜
行
路
」
志
賀
直
哉
」
　
（
r
解
釈
と
鑑
甘
こ
昭
4
0
・
3
～
8
・

1
1
・
1
2
人
r
三
好
行
雄
著
作
集
　
第
五
巻
　
作
品
論
の
試
み
」
筑
摩
古
房
　
平
5
・

2
）
所
収
）

（
2
0
）
　
r
志
賀
直
哉
」
　
（
学
燈
社
入
学
燈
文
庫
）
昭
2
9
・
3
）

（
2
1
）
　
「
志
賀
直
哉
に
於
け
る
作
風
の
展
開
」
　
（
r
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
し
昭
3
2
・

8
）

（
2
2
）
注
1
3
に
同
じ

－
L
も
お
か
・
ゆ
か
、
広
島
県
立
三
原
高
等
学
校
教
諭
－

資
料
　
志
賀
直
哉
の
小
説
に
お
け
る
焦
点
人
物

大　　　 大　　　 明　　　　　　　　　　　　　　 明　　　　　　 明 発
表
年2　　　　 元　　　　 45　　　　　　　　　　　　　　　　 44　　　　　　　 43

9 1　9　9　9　2　2 1 11　 10　9　6　　　 4　3　2 1 10　9　7　6　4 月
日

出　清　正 ク　大 憶　母　狙 老　　 襖　不　あ　　 濁　無　イ　鳥　連　枝 孤 剃　網
睾 香 語 三 聾 芭 嬰 芸 人　 誓 芸　 盃 誓 言 窯 歪 去 児 刀 窒

表

題

瓢　　 イ　　 た　新　に　　　　　 恋　　　　　 若　　 気　　 上
箪　 芸　 事 よ　　　　 宗　　　 旨　　　 妥

の　　　　 母　　　　　　　　　　　　　　　 学
日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 士
記

私 ナ ナ 自 私 私 私 私 ； 曹 守 私 彼 雪 柏 紺　 彼 私 ナ 自
シ シ 分 重　 要 孟 樟 歪 豊 里 分 焦

点
人
物

人
田 頸

喜
措　　　　　　　　　　　 ※
松　　　　　　 1
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大　　　　　　 大　 大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大　 大　 大 発
表
年9　　　　　　　 8　 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6　 3　 2

1 1 11　4　 4　 1　3　 11 10 10　9　 8　 8　 7　 7　 7　 7　 7　　　 6　 6　 5　 4　10
月
日

小　 謙　 断　 憐　 流　 十　 戒　 荒　 鵠　 和　 赤　 好　 或　 小　 小　 小　 小　 小　　 佐　 母　城　 児　 花

表

題

僧　 作　 片　 れ　行　 一　 る　絹　 沼　 解　 西　 入　 る　 品　 品　 品　 品　 品　　 　々 の　 の　 を　の
の　 の　　 な　感　 月　 朝　　 行　　 職　 物　 親　 五　 五　 五　 五　 五　　 木　 死　 崎　 盗　 犯
神　 追　　 男　 冒　 三　　　　 き　　 太　 の　 子　 つ　 つ　 つ　 つ　 つ　　 の　 と　に　 む　 罪
横 倍　　 羞　　　 志　 望 嘗 字 書 牽　 誓 曇 で 話

の　　　　　　　　　　　　　　 と　 ）　 の　　　　　　　　 記
事　　　　　　　　　 盃 ・ 竺　　　　　 憶

ナ 彼 自 彼 私 募 管 P 出 目 言 私 募 ； ； 急 募 曹 守 昇 昇 私 ；
シ II 分 Il 焦

点
人
物

人
葉蓑　芸讐曇　斐芋　蔓羞々

堕

登
木

大　　　　　　　　　　　　 大　 大　　 大　　　　 大　　　　　　　　　　　　 大 発
表
年

14　　　　　　　　　　　　　　　 13 12　　 11　　　　 10　　　　　　　　　　　　　　　　 9

1 1　　　　　　　 4　 3　 2　 1 1 1　　　 7　　　 1 1　 9　 7　 4　 2　 1 1 1 1 月
日

桑　 濠　　　　　 子　 転　 震　 雨　 偶　 廿　　 挿　　 暗　 寓　 真　 赤　 焚　 雪　 戎　 菜　 戎　 夢

表

題

端　　　　　　 供　 生　 災　 蛙　 感　 代　　 講　　 夜　 居　 鶴　 城　 火　 の　 る　 の　 る
の　　　　　　 四　　 見　　　　　　　　　　　 行　　　　 に　　 日　 一　 花　 男

筈夏空£；芸　面　 路　喜妻夜嘉i
這　　 ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 誌

坊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

私 私 私 私 私 「 日 日 璃 増 雪 守 志 完 璧 打 出 目 招 ㌢ 私 僕
焦

雷　 蔓 孟 孟 管 脅 憲　　 誓　 慧 点
人
物

益　 介　　 琵 洋　　　　　　　 2
人
墜謙

作 圭

－27－



昭　　　　　　　　　　　　　　 大　　　　　　　　 大 発
表
年2　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15　　　　　　　　　　 14

10 10　9　4　3 1 1 1 10 10　9　4　4 1 1 1 1 1 9　7　6 1　 1 月
日

山 邦 沓 蘭 夢　く　山　親 死 過 晩　プ 痴　山 弟 矢 矢　白　現 矢 矢 黒　　 冬
鳥　子 掛　斉　か　も　形　友 神　去　秋　ラ　情　科　の　島　島　鋼　事　島　島　大　　 の

等 琵 晶 呂　　　 ト　 完 猛 笠 望　　 聖 聖　　 賢

表

題

樟　　　 憶　 鶴　 糾

ヴ
と
l

私　私 私　ナ　私 彼 私　ナ　ナ　私 彼 私 彼 彼　彼 彼 彼　日　枝　彼 彼　私　面　蕗
シ　 品 ；去シ シ　　　　 品 尖 尖 分　 尖 尖　 圭 呈 焦

点
人
物

人

書 書　　　 書 重 量　 重 量　 私 貰

津 堕
栄
之 名
助

昭　　 昭　　　　 昭　 昭　　　　　　 昭　　　　 昭　　　　 昭　 昭　 昭　　　　 昭　 昭 発
表
年22　　 21　　　 16 15　　　　　 14　　　 13　　　　 9　 9　 8　　　　 4　 3

4 1 9 1 7　 5 1 8 10　5　 5　 4　　　　 6 11 4　 4　 1 9 1 1 1 1
月
日

蓑 貰 兎 写 芸 芸 蓋 呈 登 鬼 ‡ 露　 琵 農 欝 笠 曇 歪 歪 最 蓋 犬

表

題

友　　　　 涯　　　　　　　　　　　　 池　 ジ　 赤
情　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の　 イ　 帽

緑　 ド　子
と　 ・
水　 音
戸　 帽
貴　 子
門

私 僕 哲 私 私 私 私 私 私 私 私 私 私 私 私 私 私 彼 私 私 私 彼 私 私
ll 焦

蓋　　　　　 藁 点人物
人ナ 墜

シ
※ 名
3

ー28－



昭　　 昭　　 昭　　 昭　　　　 昭　　　　 昭　　　　　　 昭　　　　　　　　　　 昭　 昭 発
表
年38　　　 32　　　 31　　 30　　　　　 29　　　　　 26　　　　　　　 25　　　　　　　　　　　 24　22

8　 2　 1　 3　 1　 7　 6 11 4　 1 11 3　 1　 6　 4　 1 1　 9　 8　 7　 4　 1 1 10
月
日

音　 符　 八　 白　 坦　 夫　 草　 鶴　 い　 朝　 日　 朝　 妙　 昨　 日　 山　 末　 春　 秋　 楽　 動　 実　 予　 猫

表

是互

亀　 合　 手　 い　 父　 婦　 津　 の　 た　 顔　 転　 の　 な　 夜　 白　 鳩　 つ　 人　 風　 屋　 物　 母　 定
洋　 室　 の　 線　　　　 温　 子　 づ　　 車　 試　 夢　 の　 と　　 児　 脱　 戯　 見　 小　 の　 日
木　 花　　 泉　 芸　 芸　 夢 窯　 哉 曲 物 品 宗 吾

荒　　　　　　 原

影
君
に
l

私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 私　 ナ　 私　 私　 私　 ナ　 私
焦
点
人
物

人
堕

垂

シ　　　　　　　　 シ

※
注
記
　
発
表
期
間
が
長
期
、
複
数
回
に
渡
る
作
品
は
敢
初
の
発
表
年
月
の
み
記
載
し
た
。

（
1
）
「
剃
刀
」
の
場
合
、
か
な
り
の
部
分
で
「
彼
＝
芳
三
郎
」
　
へ
の
内
的
焦
点
化
が
見
ら

れ
る
が
、
別
の
人
物
へ
の
焦
点
化
や
登
場
人
物
の
誰
に
も
焦
点
化
し
な
い
記
述
も
見

ら
れ
る
た
め
、
「
焦
点
化
ゼ
ロ
＝
不
定
焦
点
化
そ
し
て
時
に
は
焦
点
化
ゼ
ロ
」
（
ジ
エ

ラ
ー
ル
∴
ン
ユ
ネ
ッ
ト
／
和
泉
涼
一
・
神
郡
悦
子
訳
r
物
語
の
詩
学
」
昭
6
0
・
1
2
　
水

声
杜
）
に
分
類
し
た
（
焦
点
人
物
「
ナ
シ
」
と
表
記
）
。
但
し
、
こ
の
よ
う
に
基
本
的

に
は
焦
点
化
ゼ
ロ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
特
定
の
人
物
へ
の
焦
点
化
が
顕
著
な
場

合
、
人
物
名
を
［
　
］
内
に
付
記
し
た
。

（
2
）
「
夢
」
は
、
大
正
九
年
の
発
表
後
、
昭
和
六
年
に
作
品
の
モ
デ
ル
で
あ
る
人
物
に
つ

い
て
の
後
日
談
が
末
尾
に
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
加
筆
部
分
に
「
私
」
と
い
う
人
称
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
そ
れ
以
前
の
人
称
「
僕
」
と
不
統
一
に
な
っ
て
い

る
。

（
3
）
「
兎
」
に
特
定
の
焦
点
人
物
が
存
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
主
語
の
省
略
に
よ

り
、
そ
の
人
称
記
述
は
な
い
。
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